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１ 運営方針 

文化芸術を楽しみ、育む心は、市民の個性と魅力を高め、心や暮らし、さら

には、まち全体を元気にする活力を持っています。市民の文化活動によって

日々創造される文化の他、歴史や伝統に育まれた文化が織りなす「すずか文

化」の蓄積・継続・創造のため、様々な文化の発信拠点として世代や地域をつ

なぎ、文化力を高めます。また各地域を調査し、地域に眠る文化のかけらを見

つけ、磨き、発信していきます。次世代の担い手である子どもたちに優れた文

化芸術に触れる機会を創り、文化が引き継がれていくことを目標に事業を展開

していきます。以上のことを基本的な考え方として「すずか文化」の向上を中

期的に考え、様々な関係者、市民の皆様の声を反映させ、実施していきたいと

考えています。 

令和 6年度から鈴鹿市民会館及び鈴鹿市文化会館に指定管理者制度が導入さ

れ、指定管理者による文化事業が実施されます。上記の考え方は指定管理者制

度の導入によって変わるものではありませんが、文化事業の実施にあたって

は、鈴鹿市、指定管理者と協議、調整を行いながら、指定管理者とのコラボレ

ーションを含め、より良いものとなるよう進めていきます。 

 

〇事業を企画するにあたり、次の 3点を柱としてすすめます。 

１．鈴鹿市総合計画 2031 と令和 3年度に作成した、事業団独自の基本方針を指

針として、鈴鹿市の文化振興を図ります。 

２．市民、参加者、利用者のニーズを把握して企画に反映させます。 

３．先進的な事業を調査・研究し、また専門家や有識者の協力を得て市民の皆様

に魅力的な企画を開発して提案します。 

〇事業を実施するにあたり、次の点に留意してすすめます。 

１．参加者の喜びや感動が大きくなるように事業企画を行い、円滑な運営に努

めます。 

２．ホームページを柱に多彩なメディアを活用して、事業を幅広く周知し、より

多くのお客様の参加を目指します。また動画配信、SNS の利用を進めていき

ます。 

３．市民参加型の事業は広く開かれたものとし、関係者や市民の皆様にも運 

営等に参画していただき、協働で行います。また、鈴鹿市を中心に活躍する

専門家やアーティストと協力していきます。 

４．文化振興事業への企業、団体等からの協力を広げていきます。 

５．適切な感染症等防止対策を行い、ご参加いただく皆さまのために、事業の安

全・安心づくりに取組んでまいります。 
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2 公益事業(地域文化活性化事業) 

   公益事業(地域文化活性化事業)として、(1）地域ネットワーク事業 

（2）地域文化支援事業 (3)地域文化体験事業（4）受託事業（5）広報事業の

５事業を実施します。 

 

（1）地域ネットワーク事業  

市内各地域で行われている地域文化活動を通じて、地域間交流等につなげ

る等、地域文化活動の活性化を図ります。市民、参加者、地域づくり協議会

など様々な主体が文化に関心を持ち、文化の担い手として育つ仕組みを作り

ます。市内の文化資源を再発見し、その価値を高めるとともに、文化的魅力

を広め発信していきます。 
 

(ｱ) 地域文化活動調査等事業 

 地域文化活動(伝統的な祭りといった伝統文化の伝承等）の活性化や

支援を検討するにあたって、市内の地域づくり協議会等における文化

活動状況や課題の把握、参考事例収集のほか、隠れた地域文化の掘り

起こし等調査を行います。 

 

 

 

(ｲ) 地域情報発信事業 

調査内容等を情報共有、情報発信できるネットワークをつくり、文

化を通じた地域間の交流等を行い、地域文化活動の活性化、ひいては

地域の活力の向上につなげます。地域文化発表会を企画し、各地域の

文化の発表の場を作っていきます。2022 年に行った獅子舞サミットを

ベースにしたネットワークを作り、獅子舞をはじめとする様々な文化

団体や文化行事と連携し、情報を拡散していきます。 
 

 

 

 

（2）地域文化支援事業 

市内各地域から寄せられる文化活動についての相談、依頼に対し、事業

団の持つ人脈やネットワーク、ノウハウを活用し地域文化活動の支援を行

文化活動調査  目標６０件 

・文化ミーティング  目標３件 

・地域文化発表会  目標１件 
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います。それぞれの相談に対して地域文化活動の実施、継承、存続に対す

る提案、連携、サポート等を行っていきます。 

 

(ｱ)地域文化相談室 

文化活動についての相談に対応します。様々な文化相談の中から地域の

伝統文化等を学ぶことのできる講座や、問題点を解決するためのセミナー

を企画、開催します。また、文化活動団体等を対象に事業化へ向けてのコ

ンサルティング業務を行うとともに、地域文化活動や学校部活動（地域移

行）等の課題、解決に向けた取組も併せて行っていきます。 

 

・地域文化ワークショップ  目標３件 

 

 (ｲ)文化活動団体支援事業 

文化活動団体の活動支援を目的に、共同し事業を展開していきます。 

またこどもサポート鈴鹿と共同し、次世代を担う子どもたちが芸術文化に 

触れる機会を設け、保護者とともに来場しやすい公演を企画、実施しま

す。鈴鹿市内の吹奏楽部を対象に、発表の場として、吹奏楽フェスティバ

ル等を実施します。 

 

・吹奏楽フェスティバル  目標１件 

・子ども劇場 など  目標１件 

  

(3)地域文化体験事業 

地域の文化活動や生涯学習の拠点である各公民館を軸に、文化体験の機会

を作ります。また自宅でも文化体験ができるよう、鈴鹿市にまつわる文化番組を制

作し広く発信していきます。 

 

(ｱ)市民参加事業 
各公民館などの身近な会場を舞台に、文化鑑賞、生涯学習、制作ワークシ 

ョップ等を実施します。 

 
・公民館 Presentsミュージックガーデン  目標３件 
・公民館 Presents公民館寄席  目標３件 
・出前文化講座 文芸編  目標１件 
・出前文化講座 芸術編  目標１件 
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(ｲ)放送セミナー 

ケーブルネット鈴鹿（CNS)との共同制作により、鈴鹿の歴史や文化芸術 

をテーマにした番組を年間 1本制作し、放送します。市内企業、団体から

幅広く協賛していただきます。また事業団 YouTube チャンネルに掲載し、

広く情報を発信していきます。 

 

（4）受託事業 

次の 2事業について、指定管理者である鈴鹿アートライフデザインから

一部業務を受託し、その運営に参画していきます。これらの事業は市民の

創作、創造活動の貴重な発表の場となっており、市民文化の振興に大きな

役割を持っています。その実施に際しては、準備から発表まで長期間を要

し、多くの方が参画する事業のため、各分野の専門家や有識者の協力しな

がら進めます。 

 

(ｱ)第 56 回鈴鹿市美術展 

    令和 6年度はリニューアルした文化会館を会場に、美術展が開催される 

こととなります。鈴鹿アートライフデザインと互いの得意分野を活かして 

共同し運営していきます。美術展運営審議委員会を引き続き運営していき 

ます。市民による美術作品発表の場として、6部門（日本画、洋画、彫刻、 

美術工芸、写真、書道）で、多くの方から作品を募集し、市外審査員を含 

む専門家による審査を行います。それぞれの部門で市長賞等各賞を決定し 

入選作品は美術展覧会で展示し市民の皆様にご覧いただきます。 

 

(ｲ)第 33 回鈴鹿市文芸賞  

鈴鹿アートライフデザインと互いの得意分野を活かして共同し運営して

いきます。鈴鹿市文芸賞選考委員会を引き続き運営し、一般とジュニアで

部門を分け、小説、エッセイ、詩、短歌など各ジャンルで作品を募集し、

有識者による審査を行います。それぞれの部で最優秀賞、優秀賞、奨励賞

を決定します。贈呈式の開催、冊子「市民文化」を作成します。 

 

（5）広報事業 

事業団の活動報告をまとめた、事業団の文化情報紙を発行し、市の「広報

すずか」に折込み、全戸配布します。YouTube、SNS 等を積極的に活用し外へ

の発信に力を入れ、ＨＰへの掲載にも注力し情報検索にも迅速に対応します。

文化振興事業を幅広く支援してもらえる法人の募集を行います。 
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3 収益事業  

当事業団は収益事業実施の認可を受けているため、主催公演時の CD、DVD、

書籍等の販売を行っていきます。また、各地域づくり協議会や各文化団体

に働きかけ、様々なコンサルティングを行い、収益化ができるスキームを

検討していきます。 

 

4  法人事業 

理事会、評議員会の開催、庶務、会計、人事管理、行政庁への諸書類の報

告などを行います。各種規定、帳票類の整備等をすすめるとともに研修も

行っていきます。 
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(１) 理事会の開催

第１回理事会（令和６年６月上旬　イスのサンケイホール2階展示室）

第２回理事会（令和６年１１月中旬　イスのサンケイホール2階展示室）

第３回理事会（令和７年３月上旬　イスのサンケイホール2階展示室）

（２）評議員会の開催

第１回評議員会（令和６年６月下旬　イスのサンケイホール2階展示室）

第２回評議員会（令和６年１２月上旬　イスのサンケイホール2階展示室）

第３回評議員会（令和７年３月下旬　イスのサンケイホール2階展示室）

令和６年度理事会、評議員会の開催計画

議案第 ４号 令和７年度公益財団法人鈴鹿市文化振興事業団収支予算書について

議案第 ４号

議案第 ５号 令和６年度　第２回定時評議員会の招集について

令和７年度公益財団法人鈴鹿市文化振興事業団資金調達及び設備投資の見込み
（案）について

令和７年度公益財団法人鈴鹿市文化振興事業団事業計画（案）について

令和７年度公益財団法人鈴鹿市文化振興事業団収支予算書（案）について

議案第 ８号

公益財団法人鈴鹿市文化振興事業団令和６年度収支予算書（正味財産増減計算書）
の変更について

令和５年度公益財団法人鈴鹿市文化振興事業団事業報告及び附属明細書について

議案第 ２号 令和５年度公益財団法人鈴鹿市文化振興事業団決算報告及び附属明細書について

議案第 ３号 令和６年度　第１回定時評議員会の招集について

議案第 １号

令和６年度　第３回定時評議員会の招集について

議案第 ６号

議案第 ７号

議案第 ９号

議案第 ５号
令和７度公益財団法人鈴鹿市文化振興事業団資金調達及び設備投資の見込みについ
て

令和５年度公益財団法人鈴鹿市文化振興事業団決算報告（貸借対照表・正味財産増
減計算書・財産目録）について

議案第 １号

議案第 ２号
公益財団法人鈴鹿市文化振興事業団令和６年度収支予算書（正味財産増減計算書）
の変更について

令和７年度公益財団法人鈴鹿市文化振興事業団事業計画書について議案第 ３号

7


